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個題と目的】
　近年、サッカーにおける競技中のコミュニケーションの
重要性が指摘されている。しかし、日本サッカー協会技術
委員会では、サッカーにおけるコミュニケーションの定義
を行っておらず、また、具体的な分類もなされていないの
が現状である。サッカー選手に求められる言語的コミュニ
ケーション（Verbal　Soccer　Communication；以下VSC）
は多岐に渡る。1）これらを分類し、明確にすること、2）
指導の現場に役立つ分類を提示すること、さらに、3）コ
ミュニケーションを促進させる要因を明らかにすることは、
選手を育成する上で重要な鍵になると考えられる。また、
本研究では、4）アサーション・トレーニング（以下AT）
を中学生サッカー選手に実施し、ATがVSCに与える影響
について検討する。以上の4点を目的とした。
【研罪1】
　中学生サッカー選手（n＝16）に、自由記述方式で、競技
中に行われる発話について、具体的になるべく多く挙げる
よう回答を求めた。得られた129項目の発話を基に、発話の
類似性からKJ法を参考に、指導ライセンス保有者3名、心
理学の有識者2名と協議の上で分類を行った。その結果、
中学生サッカー選手に求められるVSCとして、①指示・要
求、②情報、③確認・修正、④賞賛、⑤励まし、⑥呼びか
け・応答の6種類のグループが得られた。さらに、VSCは
時系列の観点から、局面前（①、②、⑥）、局面後（③、④、
⑤、⑥）に分類可能であった。また、三隅（1969）のPM
理論を参考に、機能の観点から、パフォーマンスに直結す
る目的遂行型のP的コミュニケーション（①、②、③）と、
チームの雰囲気や個人の情緒面を重視したM的コミュニ
ケーション（④、⑤、⑥）に分類可能であった。以上の分
類は、指導者が選手にVSCを行うよう働きかける際、有効
な枠組みになると推察された。
【研究11】
　はじめに、指導ライセンス保有者3名および心理学の有
識者2名と協議の上、選手が6種類のVSCをどの程度行っ
ているかを測定するVSCチェックリストを作成した。また、
VSCに影響を与えると思われる項目を作成した。そして、
中学生サッカー選手（n＝98）に質問紙調査を実施し、VSC
促進要因項目計45項目について因子分析を行った結果、6
因子が抽出され、本調査質間項目とした。続いて、中学生
サッカー選手（n＝305）を対象に、VSCチェックリスト1O
項目、VSC促進要因項目36項目について質問紙調査が行わ
れた。得られた回答を得点化し、因子分析を行った結果、
VSCチェックリストについて、「P的コミュニケーション」
因子、「M的コミュニケーション」因子の2因子が抽出され
た。この結果は、 の機能的分類から想定された因子構
造に合致するものであった。また、VSC促進要因項目にっ
いて、「サッカー有能感」、「自已主張」、「チーム適応感」、「声
の価値」、「サッカーの知識」、「他者尊重」の6因子32項目が
抽出された。そして、VSC促進要因6変数が、VSC2変数
をどの程度予測しうるかを調べるため、重回帰分析を行っ
た結果、VSCの促進要因であると仮定された6変数すべて
が、VSCに対して有意に影響を与えていることが示された。
以上から、指導者は中学生選手のVSCを促進させるために、
6つの要因に働きかけていく必要があると推察された。
【研究111】
　VSC促進要因の「自已主張」および「他者尊重」に着目
し、中学生サッカー選手にATを実施した（介入群；A中学
校＝14名、統制群；B中学校＝14名）。効果測定の指標は、
P・Mの両VSC、自己主張、他者尊重であった。各指標の
評定値を得点化し、2（群：介入群・統制毒）×2（時間：
PRE・POST）の2要因分散分析を行った結果、群と時間
の交互作用は、自已主張において有意傾向にとどまったも
のの、その他3つの指標で確認された。また、全ての指標
の、時間における群の単純主効果はPOSTにおいて有意で
あった。以上から、AT実施により、選手に相互尊重を基調
とした自已表現や考え方が身につき、結果として選手の
VSCが促進されたと推察された。
【総合討論】
　本研究より、中学生サッカー選手に求められるVSCが明
確になり、また、指導の現場で役立つVSCの分類が提示さ
れた。また、VSCを促進させる6つの要因が明らかになっ
た。さらに、選手のVSCを活発にさせる介入としてATが
実施され、その効果が確認された。これらの知見が指導現
場で活用され、多くの選手によって多くのコミュニケー
ションが行われることが望まれる。
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